
【特集】おばま観光局  始動

《表紙》
　加斗小学校の６年生が若狭
消防署の救命救急士から救急
法の講習を受けました。「もし、
目の前で人が倒れたらどうす
る？」と仮定し、人工呼吸や
心臓マッサージの方法、AED
の使い方を教わりました。

（６月 14 日）
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小
浜
市
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ

レ
ビ
小
説
「
ち
り
と
て
ち
ん
」

や
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
な
ど
の

効
果
で
、
飛
躍
的
に
知
名
度
が

上
が
り
ま
し
た
が
、
宿
泊
者
数

の
増
加
や
農
業
、
漁
業
な
ど
地

域
産
業
・
経
済
の
底
上
げ
ま
で

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

行
政
主
導
の
施
策
で
は
、
多
種

多
様
化
す
る
観
光
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
な
い
面
も
あ
り
ま
す
。

　　

そ
こ
で
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
最
優
先
課
題
と
し
て
、
現

在
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、

観
光
を
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
組
織
「
お
ば
ま
観

光
局
（
株
式
会
社
ま
ち
づ
く
り

小
浜
）」
を
四
月
二
十
八
日
に

設
立
し
ま
し
た
。

　　

お
ば
ま
観
光
局
で
は
、
体
験

型
観
光
の
推
進
や
ご
当
地
グ
ル

メ
の
開
発
・
企
画
、
地
場
産
品

の
販
路
拡
大
な
ど
の
ほ
か
、
誘

客
促
進
、
に
ぎ
わ
い
創
出
の
た

め
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
実
施

な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
小
浜
市
は
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
で
注
目
を
浴
び
、
知
名
度
は
上
が

り
ま
し
た
が
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

は
あ
と
一
歩
の
状
態
で
す
。

　　

こ
の
た
め
、
市
と
民
間
十
団
体
が
出

資
し
、
観
光
を
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
「
お
ば
ま
観
光
局
（
株

式
会
社
ま
ち
づ
く
り
小
浜
）」
を
四
月

二
十
八
日
に
設
立
し
ま
し
た
。

　　

お
ば
ま
観
光
局
は
、
市
民
か
ら
の
意

見
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

「
ま
ち
づ
く
り
市
民
幹
事
会
」
を
設
置
し
、

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
準
備
が

整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

行
政
と
民
間
が
一
体
と
な
っ
た
第
三

セ
ク
タ
ー
「
お
ば
ま
観
光
局
」
の
手
腕

に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

〜観光・まちづくりをプロデュース〜

おばま観光局始動

新
会
社
設
立

調
理
体
験

農
業
体
験

に
ぎ
わ
い

　
　

　

お
ば
ま
観
光
局
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
主
役
に
な
る
体
験

型
観
光
の
充
実
を
目
指
し
ま

す
。

　

そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
特
色

を
生
か
し
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を

創
出
し
た
り
、
現
在
実
施
中
の

体
験
メ
ニ
ュ
ー
と
連
携
さ
せ
た

り
し
て
、
一
日
で
は
体
験
し
き

れ
な
い
く
ら
い
多
く
の
プ
ラ
ン

を
作
り
ま
す
。
観
光
客
に
は
、

「
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
小
浜
に

来
た
い
」
と
リ
ピ
ー
タ
ー
に

な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
狙
い

で
す
。

　

そ
の
分
、
市
民
と
観
光
客
が

接
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。
市
民
一
人
一
人
が
「
お
も

て
な
し
の
心
」
を
養
い
、
観
光

客
を
温
か
く
迎
え
ら
れ
る
態
勢

を
整
え
て
い
く
こ
と
が
課
題
と

考
え
て
い
ま
す
。

お
も
て
な
し
の
心
で

体
験
型
観
光

　

お
ば
ま
観
光
局
は
、
市
民
を

楽
し
ま
せ
る
役
割
も
担
い
ま

す
。

　

ま
ち
を
元
気
に
す
る
第
一
弾

の
事
業
と
し
て
、
六
月
十
三
日

に
、
米
国
空
軍
太
平
洋
音
楽

隊
「
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ト
レ
ン

ズ
」の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
、

五
百
人
以
上
の
市
民
が
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
、
秋
の
「
食
の
ま

つ
り
」
な
ど
イ
ベ
ン
ト
の
多
く

は
市
が
事
務
局
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
お
ば

ま
観
光
局
が
事
務
局
と
な
り
、

市
民
主
導
の
イ
ベ
ン
ト
に
し
て

い
き
ま
す
。

ま
ち
を
元
気
づ
け
る

6 月 13 日、文化会館でのコンサート

４月 28 日、看板を披露し、事業をスタートしたおばま観光局



【まちづくりプロデューサー】
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代表取締役社長

取締役

まちづくり
市民幹事会

会
社
概
要

　小浜は、観光資源が豊富で、すばらしい活動をしている方々が

多くいる地域ですが、それらを集約して情報発信する部署は今ま

でなかったのではないでしょうか。「ちりとてちん」ブームでは、

小浜の受け入れ態勢の弱さを痛感しました。反省すべき点です。

　おばま観光局は、各団体と横の連携を深めていくためのパイプ役

を担い、外から「小浜」を見た場合、わかりやすいものにしていく

必要があります。観光客が楽しく過ごし、リピーターになっていた

だくようなまちづくり、そして、一番は、まちは市民がつくってい

くものなので、市民自身も楽しめるようなまちづくりをしていきた

いですね。

おばま観光局　取締役・まちづくりプロデューサー　

田
た む ら

村　均
ひとし

 さん（小浜広峰・59 歳）

■商号　　株式会社まちづくり小浜
■設立　　2010 年４月 28日
■資本金　2,500 万円
■役員

　・取締役会長　松崎　晃治
（小浜市長）

　・代表取締役　山夲　龍市
（小浜市副市長）

　・取締役　　　田村　　均
【まちづくりプロデューサー】　
　・取締役　　　藤原喜巳男

（若狭おばま観光協会）

　・取締役　　　上野　清治
（小浜商工会議所）

　・取締役　　　時岡　節夫
（株式会社そともめぐり）

　・取締役　　　平野　旦男
（若狭箸工業協同組合）

　・監査役　　　村上　一司
（若狭農業協同組合）

　・監査役　　　森下　　充
（小浜信用金庫）

■従業員　４人（常勤）

教
え
て
観
光
局
！

Ｑ　

観
光
交
流
課
や
観
光
協
会

　

と
の
違
い
は
何
で
す
か
？

Ａ　

市
な
ど
は
公
平
性
を
保
つ

　

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
お
ば

　

ま
観
光
局
は
、
観
光
の
一
部

　

分
に
重
点
を
置
き
、
相
乗
効

　

果
で
市
全
体
を
活
性
化
さ
せ

　

る
こ
と
が
で
き
る
行
政
と
民

　

間
の
利
点
を
併
せ
持
つ
会
社

　

で
す

　
Ｑ　

株
式
会
社
と
い
う
こ
と
で
、

　

地
元
の
企
業
を
圧
迫
す
る
の

　

で
は
な
い
で
す
か
？

Ａ　

利
益
追
求
と
い
う
よ
り
は
、

　

ま
ち
づ
く
り
の
側
面
が
強
い

　

会
社
で
す
。
人
件
費
や
経
費

　

な
ど
必
要
最
小
限
の
収
益
は

　

確
保
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
上

　

の
も
の
は
、
誘
客
活
動
や
賑

　

わ
い
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
使
用

　

し
、
市
全
体
の
活
性
化
を
目

　

指
し
て
い
ま
す

　

お
ば
ま
観
光
局
は
、
市
と
民

間
の
団
体
（
若
狭
お
ば
ま
観
光

協
会
、
小
浜
商
工
会
議
所
、
株

式
会
社
そ
と
も
め
ぐ
り
、
若
狭

箸
工
業
協
同
組
合
、
若
狭
農
業

協
同
組
合
、
小
浜
信
用
金
庫
、

小
浜
市
漁
業
協
同
組
合
、
れ
い

な
ん
森
林
組
合
、
三
福
タ
ク

シ
ー
株
式
会
社
、
大
和
交
通
株

式
会
社
）
が
出
資
し
て
設
立
し

た
第
三
セ
ク
タ
ー
の
株
式
会
社

で
す
。

　　

会
社
運
営
の
中
心
と
な
る

「
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
」
に
は
、
民
間
か
ら
田
村

均
さ
ん
を
登
用
し
、
オ
ー
ル
小

浜
体
制
（
市
民
全
体
で
観
光
、

ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
こ
と
）

で
観
光
と
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　　

会
社
ス
タ
ッ
フ
は
、
ま
ち
づ

く
り
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
下
に

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
を
兼
ね

る
事
業
推
進
総
括
部
長
と
観
光

推
進
部
長
、
職
員
二
人
を
配
置

し
て
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
放
送
予
定
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
江
〜
姫

た
ち
の
戦
国
」
で
は
、
主
人
公

の
お
江
の
姉
に
あ
た
る
お
初

（
常
高
院
）
に
も
ス
ポ
ッ
ト
が

当
た
る
こ
と
か
ら
、
お
初
に
ゆ

か
り
の
あ
る
小
浜
市
へ
の
注
目

度
が
さ
ら
に
上
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道

の
無
料
化
社
会
実
験
や
平
成

二
十
三
年
の
小
浜
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
な
ど
、
市
外

か
ら
観
光
客
を
取
り
込
む
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

小
浜
市
に
追
い
風

取締役 取締役 取締役取締役

意見

提案

事業推進総括部長

観光推進部長 まちづくり推進部長

おばま観光局　組織図

監査役 監査役

取締役会長

相談役

「お初」＆「京極高次」CG キャラクターコンテスト
（若狭おばま観光協会主催）の最優秀賞作品

常高寺山門

コンサートの受け付けをするスタッフ
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おばま観光局

 小浜市小浜白鬚 112
（つばき回廊業務棟３階）
TEL:  53・3366
FAX:  53・3370
E-mail:  obama-kkk
            @bird.ocn.ne.jp 

　わたしは、観光に携わっ
ているので、観光客の減少
を肌で感じています。何と
かしたいと独自で情報収集
して何ができるか考えてき
ました。行政ではできない
民間の利点を生かした部分
に期待して、積極的にアイ
デアを提案していきたいで
すね。

中
なかじま

嶌　一
いっしん

心さん
（門前・31 歳）

明通寺

　林業と観光を結びつける
のは難しいと思っています
が、知恵を振り絞って提案
していきます。わたしたち
自身、小浜の本当の良さが
わかっていないと思います。
観光局には、外部だけなく、
市民にも情報発信し、小浜
の魅力を再認識できるよう
なことを期待しています。

岡
おか

　登
と し ろ う

志郎さん
（上田・43 歳）

れいなん森林組合

　レジャースポットが少な
い小浜に、わたしたちの提
案で目玉になるようなもの
が新たにできるといいです
ね。市内各地にはすばらし
い体験型観光が点在してい
ます。それらが連携し、小
浜全体の活性化につながる
ことを願います。

下
しもじょう

亟　由
よしあき

明さん
（阿納・32 歳）

阿納体験民宿組合

　小浜には食や習慣、人間
性 な ど 魅 力 あ る も の が た
くさんあります。再び、小
浜を全国にアピールできる
チャンスなので、なんとか
生かしたいですね。観光局
には、若い人が地元に根付
くような魅力あるまちづく
りを期待しています。

上
う え だ

田　恵
け い こ

子さん
（一番町・52 歳）

小浜商工会議所女性会

　若者は魅力のあるまちで
ないと市外へ出て行きます。
農業の面から、何か提案し
ていきたいですね。農業の
オーナー制度などもいいで
すね。農業や漁業など一次
産業は、人と接する機会が
少ないので、顔が見える観
光との結びつきが楽しみで
す。

山
やまもと

本　聡
さとる

さん
（生守・30 歳）

若狭アグリ 21

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
が

小
浜
市
を
つ
く
り
ま
す

　

お
ば
ま
観
光
局
は
、
観
光
と

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
意

見
・
提
案
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

あ
た
な
の
ざ
ん
新
な
ア
イ
デ

ア
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ま ち づ く り 　 市 民 幹 事 会

         元気なまち      づくりに

         意見・提案      活動します

★

平
成

通
り

〒

白鬚区

小浜湾

い
づ

み
町

今宮区

おばま観光局

　

お
ば
ま
観
光
局
で
は
、
市
民

主
導
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
た
め
、「
ま
ち
づ
く
り

市
民
幹
事
会
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
活
躍
す
る
、
ま
ち
づ

く
り
に
意
欲
的
な
二
十
三
人
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
幹
事
会
は
、
お
ば
ま
観

光
局
の
運
営
や
観
光
と
ま
ち
づ

く
り
事
業
に
つ
い
て
、
意
見
や

提
案
を
行
い
、
み
ず
か
ら
も
事

業
に
参
加
す
る
な
ど
、
重
要
な

役
割
を
担
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り

市
民
幹
事
会
を
設
置

　

市民幹事会にインタビュー

　おばま観光局の運営の要になるまちづくり市民幹事

会のメンバー５人に、観光・まちづくりへの意気込み

やおばま観光局に期待することなどを聞きました。
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７
月
11
日
㊐
は

　
　
　
　
　
　

第
22
回　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　

今
回
で
二
十
二
回
目
と
な
る
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
。

告
示
日
は
６
月
24
日
㊍
、
投
票
日
は
７
月
11
日
㊐
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

小
浜
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
４
９
７

【
投
票
】

▼
選
挙
区

▼
比
例
代
表

【
投
票
で
き
る
人
】

　

投
票
日
現
在
で
満
年
齢
が

二
十
歳
以
上
の
人
。
平
成
２
年

７
月
12
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

で
、
平
成
22
年
３
月
23
日
以
前

に
小
浜
市
の
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
、
そ
の
後
引
き
続
き

三
カ
月
以
上
小
浜
市
に
住
ん
で

い
る
人

【
投
票
入
場
券
】

　

６
月
下
旬
に
各
世
帯
に
郵
送

し
ま
す
。
も
し
入
場
券
が
届
か

な
い
と
き
や
紛
失
し
て
し
ま
っ

た
と
き
は
、
運
転
免
許
証
な
ど

を
持
っ
て
各
投
票
所
へ
お
越
し

く
だ
さ
い

※
期
日
前
投
票
を
す
る
場
合
も

　

同
様
で
す

【
期
日
前
投
票
】

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な

ど
、
ま
た
は
病
気
や
負
傷
、
出

産
な
ど
で
投
票
に
行
く
こ
と
が

で
き
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票

【
点
字
・
代
理
投
票
】

　

目
の
不
自
由
な
人
は
、
点
字

に
よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
体
が
不
自
由
で
自
分
で
投

票
用
紙
に
書
く
こ
と
が
で
き
な

い
人
は
、
代
理
投
票
が
で
き
ま

す【
選
挙
公
報
】

　

立
候
補
者
や
政
党
の
選
挙
公

報
は
、
７
月
上
旬
に
区
長
を
通

じ
て
各
世
帯
に
配
付
し
ま
す

【
不
在
者
投
票
】

　

長
期
の
出
張
な
ど
、
何
ら
か

の
理
由
で
小
浜
市
内
に
い
な
い

場
合
、
滞
在
地
市
町
村
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
投
票
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
選
挙
管
理
委
員
会

が
指
定
す
る
病
院
や
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
に
入
院
ま
た
は
入
所
し

て
い
る
人
は
、
施
設
で
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

不
在
者
投
票
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
お
早
め
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

【
投
票
時
間
】
７
時
〜
20
時
（
９
ペ
ー
ジ
の
❻
❼
⓬
投
票
所
は
19
時
ま
で
）

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間　

６
月
25
日
㊎
〜
７
月

　

10
日
㊏

時
間　

８
時
30
分
〜
20
時

と
こ
ろ　

小
浜
市
役
所　

四
階

　

大
会
議
室
（
西
側
）

【
郵
便
投
票
】

　

体
に
重
い
障
害
が
あ
る
な
ど

の
理
由
で
投
票
所
に
行
く
こ
と

の
で
き
な
い
人
が
投
票
す
る
制

度
で
す
。
障
害
の
程
度
や
投
票

の
手
続
き
な
ど
に
細
か
い
定
め

が
あ
り
ま
す

　「大切な一票は自分の意思で。明る
くきれいな選挙を進めよう！」をテー
マに、ポスター、標語を作ってみませ
んか。
応募資格

　《ポスター》　県内の小学生〜高校生
　《標語》　県内在住の人
応募期限　９月 10日㊎
※応募方法、用紙などの詳細について
　は市選挙管理委員会へお問い合わせ
　ください

「明るい選挙啓発
　　ポスター・標語」を募集

【
投
票
所
と
投
票
区
域
】

❶
小
浜
市
役
所

　

清
滝
、
津
島
、
多
賀
、
鈴
鹿
、

　

塩
竃
、
生
玉
、
玉
前
、
広
峰
、

　

酒
井
、
駅
前
町
、
今
宮
、
川

　

崎
、
南
川
町
、
後
瀬
町
、
大

　
手
町
、
四
谷
町

❷
若
狭
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

白
鬚
、
竜
田
、
住
吉
、
神
田
、

　

大
宮
、
男
山
、
日
吉
、
鹿
島
、

　

白
鳥
、
浅
間
、
大
原
、
香
取
、

　
飛
鳥
、
貴
船
、
青
井

❸
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

　
セ
ン
タ
ー

　

上
竹
原
、
関
、
一
番
町
、
千

　

種
一
丁
目
、
千
種
二
丁
目
、

　
雲
浜
一
丁
目
、
雲
浜
二
丁
目
、

　
城
内
一
丁
目
、
城
内
二
丁
目
、

　
山
手
一
丁
目
、　
山
手
二
丁
目
、

　
山
手
三
丁
目
、
水
取
一・
二
丁

　
目
、
水
取
三・四
丁
目

❹
西
津
保
育
園

　
西
津
地
区

❺
久
須
夜
交
流
セ
ン
タ
ー

　
甲
ヶ
崎
、
阿
納
尻
、
加
尾
、
西

　
小
川
、
宇
久
、
若
狭
、
仏
谷
、

　
阿
納
、
犬
熊
、
志
積
、
矢
代

❻
堅
海
児
童
セ
ン
タ
ー

　
堅
海
、
泊

❼
田
烏
小
学
校

　
田
烏

❽
国
富
保
育
園

　
国
富
地
区

❾
宮
川
公
民
館

　
宮
川
地
区

❿
松
永
公
民
館

　
松
永
地
区

⓫
遠
敷
児
童
セ
ン
タ
ー

　

検
見
坂
、
池
田
、
島
、
市
場
、

　

中
村
、
国
分
、
金
屋
、
竜
前
、

　

神
宮
寺
、
忠
野
、
中
の
宮
、

　
遠
敷
一・二
丁
目
、
遠
敷
三・四

　

丁
目
、
遠
敷
五
丁
目
、
遠
敷

　

六
丁
目
、
遠
敷
七・
八
丁
目
、

　
遠
敷
九・十
丁
目

⓬
旧
下
根
来
小
学
校

　
下
根
来
、
上
根
来
・
中
の
畑

⓭
今
富
小
学
校

　
今
富
地
区

⓮
口
名
田
保
育
園

　
口
名
田
地
区

⓯
中
名
田
小
学
校

　
小
屋
、
上
田
、
下
田

⓰
ふ
る
さ
と
文
化
財
の
森

　
セ
ン
タ
ー

　
和
多
田
、
深
野
、
深
谷

⓱
東
勢
ふ
れ
あ
い
会
館

　
東
勢
、
西
勢

⓲
加
斗
小
学
校

　
荒
木
、
黒
駒
、
法
海
、
下
加
斗
、

　
上
加
斗
、　
岡
津
、
鯉
川

投
票
時
間　

７
時
〜
20
時

※
❻
堅
海
児
童
セ
ン
タ
ー
、

　

❼
田
烏
小
学
校
、

　

⓬
旧
下
根
来
小
学
校

　

は
、
７
時
〜
19
時

【
開
票
】

　

投
票
日
の
21
時
20
分
か
ら
市

民
体
育
館
で
行
い
ま
す

あ
な
た
の
一
票
が

　
　

日
本
の
将
来
を
決
め
る


